
2017 月号3 18

連
載
６　

日
本
遺
産
で
注
目
さ
れ
る
「
た
た
ら
」

日
本
遺
産
「
出
雲
國
た
た
ら
風
土
記
～
鉄
づ
く
り
千
年
が
生
ん
だ
物
語
～
」

国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
が
注
目

　

３
市
町
で
構
成
す
る
鉄
の
道
文
化
圏

推
進
協
議
会
で
は
、
日
本
遺
産
の
認
定

を
契
機
に
来
訪
者
の
増
加
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
制
作
、
首
都
圏
で
の
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
魅
力
を

国
内
外
に
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

日
本
遺
産
認
定
に
加
え
、
今
後
、
た

た
ら
が
注
目
を
集
め
る
機
会
が
次
々
と

や
っ
て
き
ま
す
。
平
成
29
年
５
月
に
は

映
画
「
た
た
ら
侍
」
が
公
開
、
今
春
に

は
JR
西
日
本
「
瑞
風
」
が
運
行
さ
れ
菅

谷
た
た
ら
が
訪
問
地
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
に
は
JR
西

日
本
の
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
（
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
が

展
開
さ
れ
る
予
定
で
、
相
乗
効
果
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
日
本
古
来
の
「
た
た
ら
」
は

企
画
展「
洋
画
家 

山
﨑
修
二
の
世
界
」

安
来
市
加
納
美
術
館
だ
よ
り
　
電
話
36

－

０
８
８
０
　
　

海
外
で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
認
定

後
は
、
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
メ
デ
ィ

ア
か
ら
の
取
材
も
増
え
て
い
ま
す
。
た

た
ら
を
通
じ
て
、
圏
域
の
独
自
の
文
化

し
ま
し
た
。

　

た
た
ら
の
「
火
の
色
」
と
、
千
年
以

上
も
前
か
ら
た
た
ら
に
よ
っ
て
育
ま
れ

て
き
た
風
土
（「
里
の
音ね

」
と
表
現
）
が
、

人
と
自
然
、
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、
未
来

へ
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
思
い
を
意
図

し
た
も
の
で
す
。

　

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
神
代
か
ら
続
く

鉄
づ
く
り
を
刀
で
表
現
し
、
た
た
ら
製

鉄
の
炎
と
た
た
ら
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た

棚
田
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

　

た
た
ら
に
関
す
る
出
前
講
座
を
実
施

し
ま
す
。
詳
し
く
は
和
鋼
博
物
館
（
電

話
23-

２
５
０
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

加
納
美
術
館
で
は
、
３
月
18
日

（
土
）
か
ら
企
画
展
「
洋
画
家
山
﨑

修
二
の
世
界
」
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
山
陰
の
風
土
と
人
を
こ
よ

な
く
愛
し
、
多
く
の
人
材
を
育
て

た
洋
画
家
山
﨑
修
二
（
１
９
１
０-

２
０
０
１
）の
没
後
初
の
回
顧
展
で
す
。

　

安
来
市
上
吉
田
町
出
身
の
山
﨑

は
、
若
い
頃
に
セ
ザ
ン
ヌ
や
マ
チ
ス

ら
後
期
印
象
派
に
憧
れ
ま
し
た
。
加

納
莞
蕾
と
の
出
会
い
を
通
し
て
画
家

に
な
る
決
心
を
固
め
、
そ
の
後
斎
藤

与よ

り里
に
師
事
し
ま
す
。

　
「
絵
画
は
本
格
的
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
い
う
斎
藤
の
教
え
を
胸

に
常
に
修
養
を
心
が
け
、「
自
分
は

一
生
を
一
介
の
画
学
生
と
し
て
真
剣

に
生
き
た
い
」
と
い
う
決
意
を
貫
き

ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
後
期
印

象
派
の
絵
画
が
島
根
に
根
を
下
ろ
し

て
独
自
の
美
術
を
創
り
出
し
た
過
程

を
一
人
の
画
家
の
生
涯
を
通
し
て
た

ど
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
安
来
の
思
い

出
を
描
い
た
未
公
開
作
品
も
多
数
出

品
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分

か
ら
は
当
館
館
長
の
講
演
「
洋
画
家

山
﨑
修
二
の
世
界
―
後
期
印
象
派
か

ら
の
美
の
系
譜
―
」
を
予
定
（
無
料
・

予
約
不
要
）。
詳
し
く
は
美
術
館
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

↑

安
来
市
出
身
画
家
没
後
初
の
回
顧
展　

３
月
18
日
～
５
月
22
日

《会期》３月18日（土）～５月22
日（月）まで。毎週火曜日は休館。
《開館時間》９時から 16時 30分。
ただし入館は 16 時まで。
《入館料》一般 1000 円、学生（高
校生以上）500 円、団体（20 人
以上）800 円。

企画展「洋画家山﨑修二　
　　　　　　　　の世界」

や
風
土
な
ど
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

「
火
の
色 

里
の
色 

　
　
　
　
人
つ
な
ぐ
」

　

鉄
の
道
文
化
圏
で

は
、
日
本
遺
産
認
定
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
決
定

安来市・奥出雲町・雲南市　共同企画

▲日本遺産認定後は、多くの人が
たたらに興味を持つようになりま
した。

▲山﨑修二「順子八歳像」（昭和 20
～ 22 年）　島根県立美術館蔵


